
 
 

 （請受19第１号） 

     国際園芸博覧会の多摩地域での開催に関する意見書提出に関する請願 
 

 

受理年月日 
 

 

 平成19年８月28日 
 

 

請  願  者 
 

 

 立川市曙町２－38－５ 立川ビジネスセンタービル12階 

  東京多摩国際園芸博覧会誘致検討準備会 会長 

   立川商工会議所 会頭 岩崎 泉 ほか１団体 
 

 

紹介議員 
 

 

 田中節男  深沢達也 桑津昇太郎 田辺あき子 橋本しげき 

桜井和実 
 

 

                           請  願  の  要  旨 
 
 

 21世紀は環境の世紀と言われ、物質的な環境改善と同時に、こころの豊か

さや、いやしといった精神的な充実感をもたらす環境創造も新しいテーマで

あり、時代を超え国や民族を超えて人々が誰でも共感できる、花と緑の価値

を今一度見直すことが重要です。 

 国際園芸博覧会は格式の高い、伝統あるイベントです。わが国ではこれま

でに３回開催され、大いに人気を博し、多大な成果を地域に残しました。 

 多摩地域は、平成 25年に東京都制施行 70周年、東京都への多摩移管 120周

年、国営昭和記念公園の開園30周年、そして多摩国体の開催という節目の年

を迎えます。国際園芸博覧会を開催することにより、この年を長く人々の記

憶にとどめ、多摩地域の魅力を広く国内外に発信し、「環境との調和」とい

う時代の要請にも応えるものと考えます。 

 国際園芸博覧会の開催を機に、交通網などの都市インフラが整備され、多

摩地域の健全な発展が促進し、都市農業の振興はもとより、環境、バイオ分

野などの新しい産業の興隆や、新技術の開発が期待されます。それらを集積

し育成することは、多摩地域だけではなく、東京都全体の中長期的な発展に

資するものです。 

 多摩地域が一丸となり、多摩国体と同時に国際園芸博覧会の開催に取り組

むことにより、地域の連携がますます強化され、また、開催期間中国内外か

ら多くの観客が集まることにより地域に大きな経済効果がもたらされ、多摩

地域の知名度の向上と国際化、市民との交流が生まれます。 

 以上により、平成25年の「（仮称）東京多摩国際園芸博覧会」の開催が、

武蔵野市を含む多摩地域全体の発展に大きく貢献すると確信しております。 

 つきましては、趣旨にご賛同いただき、東京都に意見書を提出していただ

きたく、請願いたします。 

 


